
–ウイルス複製機構の解明とワクチンの開発–

ウイルスが細胞に感染する仕組みを研究し、その成果を治療薬やワクチン開発に役立てます。
目に見えないウイルスの正体を知りたい、ウイルスを通して分子生物学を学びたい方を歓迎します。

詳しい情報はこちら▼
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